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　イタリアの影響を受けて、イギリスでも 16世紀からエンブレムは隆盛となってゆく。イギリ
スでは中世から宗教的イコンが数多く存在していたこともその隆盛の地盤となったと考えられる
が、イギリスのエンブレムの特色としては、宗教的なものと世俗的な図像の双方が同程度描かれ
た点と、記憶術の手段としてのエンブレムという側面が強かったことが挙げられる。また、イギ
リスのエンブレムは、図像に加え文字の果たす役割が大きかったこともその特色と言える。
　イギリス初のエンブレムは、印刷・出版はなされなかったが、トマス・パーマーの『二百のエ
ンブレム集』である（1565年頃）。パーマーにはヤシをめぐる宗教色の強い図像が多いが、ヤシ
は不死の象徴として、またキリスト教の信仰の勝利のシンボルとして描かれている。一方、同
じヤシを表したエンブレムでも、カトリックのイエズス会士ヘンリー・ホーキンズによるエン
ブレムもあり (1633：イギリスはカトリックの出版物は禁止であるため出版はパリだがイギリス
へも持ち込まれた）、ヤシは枯れることのない不死鳥に例えられており、さらに不死鳥は Virgin-
Phoenixと書かれ、聖母マリアと同一視されている。さらに、プロテスタント側からの反カトリッ
クの色合いの強いエンブレムもあり、スティーヴン・ベイトマンの一連のエンブレム (1569)の
一つ「憤怒について」では、カトリックの聖職者が兵士に命じてプロテスタントを殺そうとして
いる場面を描き、キリスト教の七大罪の憤怒を糾弾している。  
　17世紀のジェイムズ１世の治世になると、王権神授説を唱えるこの王を称揚するヘンリー・
ピーチャムのエンブレムが人気となる。『ブリタニアのミネルヴァ』(1612)では、王であるジェ
イムズに捧げたことが明記され、不死鳥の図像とともに神と同一視したような王への賛辞の言葉
が付けられたものも多く、宗教と政治の合体をエンブレムが後押ししたとも言える。
　ジェイムズの時代以降イギリスで再版されて読み継がれていったのは、世俗的なエンブレム
よりも宗教的なものの方が多いが、その筆頭としてフランシス・クォールズを挙げておきたい。
クォールズのエンブレム集は、大陸のイエズス会によるエンブレムをプロテスタント用に部分的
に書き換えたものであり、瞑想を中心とした絵画的イメージに満ちたところが一番の特徴である。
ここで「瞑想」と宗教のことについて補足しておきたい。この時代のイギリスの宗教はプロテス
タントを中心とするものであり、次第にカトリック弾圧へと向かうが、弾圧されたカトリック、
特にイエズス会派の大部分は大陸に逃れ、そこからカトリックの修練のための書を何度も出版し
ていた。こうしたカトリックの修行書は、もともとは瞑想による信仰の深まりを説くイエズス会
の創始者イグナチウス・ロヨラの『霊操』をその規範とするものであった。イギリスでは、こう
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した瞑想によりイメージするという手法は、キリスト教の修行書だけでなく文学（死や劇）にも、
またエンブレムにも適応されていったと考えられる。クォールズのエンブレムも、図のほぼすべ
てに聖書の一部がモットーとして付けられており、それによりエンブレムを見る個人の心にイ
メージができ、瞑想できるように工夫されている。クォールズには「炎の消えたろうそく」など、
罪と死を扱ったものが多いが、これはまさに当時の「死を思え」(Memento mori)の銘句と重なっ
てくる。
　最後に、エンブレムが当時の文学（詩や劇）の中に取り込まれた例を付け加えておきたい。こ
れは何らかのエンブレムを詩や劇の中で見せるという直接的な手段ではないが、劇中のある場
面・言葉がまさに宗教的なエンブレムを彷彿とさせるものが現れることがある。一例として、
先のクォールズのロウソクの消えるエンブレムの内容を、シェイクスピアの『マクベス』の
'Tomorrowスピーチ 'は語っていると考えられる。自分の命運がもう尽きてきていることを自覚
したマクベスは次のように語る。「消えろ、消えろ、つかの間のともしび、人生は歩く影法師、
哀れな役者だ」（5幕 5場）。エンブレムを彷彿とさせる記述はシェイクスピアの他の劇、例えば『ハ
ムレット』等にも見られ、この時代の図像と言葉との密接な結びつきがことさらイギリスでは強
かったことが伺える。
